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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

1. 海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野

普及啓発・公益増進 部門

◉海洋に関する文化財の収蔵・展示

石
い し

原
は ら

　義
よ し

剛
か た

海の博物館館長

船から見る風景100選

　早稲田大学卒業後、名古屋市内のテレビ局勤務を経て、三重県鳥羽市にある
海の博物館館長に就任。平成12年より三重大学客員教授に就任。近代漁業史、
漁村民俗（祭り、船）、海の環境、博物館学が専門分野。著書に「伊勢湾　港
の歴史と海の祭り」、編著に「漁の図鑑」、「伊勢湾は豊かな漁場だった」、「熊
野灘を歩く」。最近では韓国と協力し、海女の世界遺産無形文化財登録を目指
す活動を行っている。

　海の博物館を昭和46年から二代に亘り、他からの援助無く、私財を投じて運
営。国指定重要有形民俗文化財6,879点を含む、日本一の規模を誇る約58,000点
もの民俗資料を通し、「海」と「人間」との深い関わりを伝えている。全国及
び韓国から海女が参加した「海女フォーラム」を初めて開催し、海の魅力につ
いて積極的にアピールする等、講演活動等も積極的に行う。海を守る「SOS
（Save Our Sea）運動」を主宰し、海にゴミを捨てない運動の一環として、
海辺のゴミの実情周知のため
全国に漂着物アートの制作を
呼び掛け、作品展を開催する
等、海の環境問題にも力を入
れている。

海の博物館
http://www.umihaku.com

収蔵庫
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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

1. 海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野

普及啓発・公益増進 部門

◉総合的な海洋教育

静
し ず

岡
お か
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け ん
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船から見る風景100選

　静岡県立焼津水産高等学校は大正11年 3 月、静岡県志太群焼津町立焼津水産
学校として設立され、県内唯一の水産学校として漁業および水産加工分野を中
心に水産教育を推進し多くの水産関連人材を輩出してきた。現在は自治体、企
業、研究機関等との連携による新商品開発や流通実践、環境保全等への取り組
みを通じ、既習の知識・技能の活用方法を高め、地域に貢献できる将来の水産
スペシャリストを育成している。また「水産・海洋教育」実践校として特色あ
る教育活動を展開し、進学及び就職など幅広い進路を実現させている。

　81年前、前身である焼津水産学校にて当時豊漁だったビンナガマグロの新た
な利用法として考案されたのが「マグロの油漬け缶詰（ツナ缶）」である。現在も、
生徒が捕獲したビンナガマグロを用いた伝統製法での生産や、地域経済の活性
化を図る特産品の製造などに貢献。また、実習船「やいづ」は海況データを海
上保安庁に提供することで海洋速報の作成に協力し、JASREP参加船舶とし
て優秀・優良通報船の表彰を受
けるなど、人材育成面での実績
が顕著なことから全国の水産・
海洋系高等学校のモデル校とし
て注目されている。

静岡県立焼津水産高等学校
http://www.yaizusuisan-h.ed.jp/

ツナ缶製造
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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

1. 海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野

科学技術・学術・研究・開発・技能 部門

◉海洋温度差発電に関する研究

上
う え

原
は ら

　春
は る

男
お

元佐賀大学長

船から見る風景100選

　山口大学文理学部物理学専攻卒業。熱エネルギー変換分野において先導的な
研究を行い、この分野の権威者として知られている。海洋温度差発電で利用さ
れた温海水と冷海水の応用を検討し、小温度差を利用したプロセスについても
研究。さらにこのプロセスを応用し、世界の水不足問題を解決するため、純水
海洋深層水の製造技術の開発を行っている。また、石油代替の燃料として注目
されている水素を、海水淡水化で得られた純水の電気分解により製造する技術
開発についても早くから取り組み、海洋資源の活用に大きな成果を挙げている。

　1970年以来今日まで、太平洋及び日本海域の海水の温度分布や溶存物質の調
査、海洋温度差発電、海水淡水化、純水からの水素製造、海洋深層水からのリ
チウム回収、海洋深層水による漁場造成などの研究を行い、新しい発電サイク
ル「ウエハラサイクル」では、多くの国で特許を取得。さらに淡水化技術など
でも特許を取得。これらの研究成果は、石油精製プラントなどの温排水発電・
海水淡水化での実証試験に利用されている。国内はもとより、海外においても
高い評価を得ており、2004年には
国連に招聘され講演を行った。現
在、海洋温度差発電の普及活動を
行うとともに、実用化に向けて
様々な国に技術指導を行っている。

NPO法人 海洋温度差発電推進機構
（OPOTEC）
http://www.opotec.jp/index.html

クウェートKNPC佐賀訪問の際に海洋温度差発電
の原理を説明する
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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

1. 海洋立国日本の推進に関する特別な功績 分野

地域振興 部門

◉工学的知見を用いた景観保全

石
い し

田
だ

　啓
はじめ

金沢大学理工研究域環境デザイン学系教授

船から見る風景100選

　京都大学大学院工学研究科博士課程修了。ナホトカ号重油流出事故に際し、
複数の対策委員会の委員に就任。また、福井港侵食対策委員会および金沢港大
水深化に関する委員会の委員長を務める。さらに富山県富岩運河からのダイオ
キシンの富山港への流出防止の委員会において、環境保全に尽している。

 2 年前の「寄り回り波災害」
において軽減効果を発揮した富
山湾の新型有脚式離岸堤の建設
指導や、気比松原の優れた景観
を損なうことなく養浜を成功さ
せ、観光客の増加に寄与する等、
30年以上に亘り、海岸工学や流
体力学の学術知見を基に、延べ
100件程度の委員会に関与し、
北陸沿岸全体の砂浜海岸侵食対策や港湾の計画・開発・維持に関する様々な課
題解決に貢献。その他、志賀・敦賀・島根の各原発の海工事に対する種々の海
岸工学的見地からの指導、また、高波浪時における重油回収が困難であった油
回収機の改善を図る等環境保全にも努める。

金沢大学理工学域環境デザイン学類水工学研究室　
http://www.ce.t.kanazawa-u.ac.jp/env_home/lab/lab03.html

石田啓教授の研究室（水工学研究室ホームページ）　
http://webserv.ce.t.kanazawa-u.ac.jp/suiko/suiko_g.htm

海洋の解析の基礎となる進行波の計測実験の説明中
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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

2. 海洋に関する顕著な功績 分野

海洋に関する科学技術振興 部門

◉海洋における気候変動研究

高
た か

橋
は し

　孝
こ う

三
ぞ う

九州大学大学院教授

船から見る風景100選

　マサチューセッツ工科大学/ウッズホール海洋研究所大学院博士課程修了、
PhD。寒冷域での海洋表層付近の環境変動を理解するために、20年間連続し
て沈降粒子を観測した。さらにベーリング海の過去500万年間の古環境・古気
候変動解明を、地球規模プロジェクトとして平成 7年以来国内外の研究者と
共に取り組み、成果をあげた。平成16年、人類未知であった北極点付近海氷
域での掘削研究では、多くのメディアの注目を集めた。また、平成21年には、
IODP統合国際深海掘削計画エクスペディション323ベーリング海掘削事業を
共同主席研究者として主導した。

　地球温暖化に拘るプロセスの理解を
深める上で、重要海域のベーリング
海および北太平洋亜寒帯中部海域に
おいて、炭素循環の解明に貢献した。
IODP統合国際深海掘削計画エクスペ
ディション323ベーリング海古海洋復
元の共同作業では、気候変動の仕組み
を解明する上で重要な海氷の発達史を
世界14カ国の乗船科学者と共に解明。
これらはベーリング海環境変動のこれ
からの詳細研究の基となる。また、IODP－MI統合国際深海掘削計画管理機構
理事として世界のIODP掘削科学進展に大きく貢献した。

高橋孝三ホームページ　http://paleobio.geo.kyushu-u.ac.jp/KT/jp.htm

北極海掘削航海中の作業風景。正面ノルウェー掘
削船はビダール・ビキング号、手元はスウェーデ
ン王立アカデミー所属研究船オーデン号。
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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

2. 海洋に関する顕著な功績 分野

水産振興 部門

◉クロマグロの完全養殖と量産化

近
き ん

畿
き

大
だ い

学
が く

水
す い

産
さ ん
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し ょ

学校法人近畿大学

船から見る風景100選

　2002年、人工孵化・飼育したクロマグロを親魚まで育て、その親魚から採
卵し、人口孵化させて次の世代を生み出す「完全養殖」を、世界で初めて達
成。1970年のクロマグロ養殖研究開始以来、実に32年間の徹底した観察の成
果である。その後も引き続き生存率の向上など産業化を目指した研究を続け、
2007年には完全養殖クロマグロ幼魚を養殖用種魚として1,500尾出荷し、2009
年にはその生産尾数が約 4万尾までに拡大。水産資源の保護はもちろん、食
糧問題の解決、そして市場の活性化へと、あらゆる業界から注目されている。

　クロマグロやミナミマグロの人工種苗生産技術の開発には、国内の産学連携
プロジェクトやEU諸国による国際プロジェクトをはじめとした大規模な取組
がある中で、クロマグロの種苗量産と完全養殖を達成した機関は近畿大学研究
所のみ。
　クロマグロやミナミマグロの資源減少は2010年 3 月のワシントン条約締約国
会議においても商業的国際取引
の禁止が議論される等国際問題
になっている中で、近畿大学水
産研究所が開発した技術は、養
殖産業の活性化に大きく貢献し
ている。

近畿大学水産研究所
http://www.fl ku.jp/

マグロ成魚
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活 動 紹 介活 動 紹 介

功 　 績功 　 績

2. 海洋に関する顕著な功績 分野

海　事 部門

◉海洋に関する芸術活動

中
な か

村
む ら

　庸
つ ね

夫
お

海洋写真家

　早稲田大学大学院理工学研究科・建設工学修了後、世界に先駆けて海洋写真
家を名乗り仕事を始める。30年以上、毎年半年程度を海外取材に費やし、北極
から南極まで、地球七つの海を旅しながら写真を撮り続けている。帆船や客
船の写真を通じ日本の海洋文化を諸外国に紹介するとともに、世界各国の船
を日本に紹介、双方の海事思想の普及に寄与。帆船や豪華客船の写真では世
界の第一人者。貴重な海の世界遺産の写真にも多く取り組むとともに、クジラ、
イルカ、ペンギンなど海洋生物や海の食材にも関心が深く、写真集、著作物
も多数。

　世界各地で精力的に撮影した帆船等は、写真集やカレンダー等で発表され、
国民に海へのロマンと憧れを感じさせるものであり、また、海洋生物や海の食
材など多面な角度からも海の魅力を伝えている。
　撮影した作品は世界32カ国に発表、アメリカ、フランス、ドイツ、イタリア
などでも写真集が出版され、日本の海洋文化を諸外国に紹介している。また、
国民の祝日「海の日」の制定の折に
は、「海の日」の広報活動を協力す
る「マリンアンバサダーズ（海の大
使）」の 1人として尽力するなど、
海事思想の普及に大きく貢献してい
る。

株式会社ボルボックス
http://www.volvox.co.jp/index.html

飛鳥Ⅱを撮影中の中村庸夫氏（提供：ボルボックス）撮影：海洋写真家・中村庸夫（提供：ボルボックス）




